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令 和 ６ 年 第 ３ 回 小 城 市 議 会 定 例 会 提 案 理 由  

（ 令 和 ６ 年 ９ 月 ２ 日 開 会 ）  

 

お は よ う ご ざ い ま す 。本 日 こ こ に 、令 和 ６ 年 第 ３ 回 小

城 市 議 会 定 例 会 を 招 集 い た し ま し た と こ ろ 、議 員 の 皆 様

に は 、 御 参 集 を 賜 り 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 

そ れ で は 、こ れ よ り 、本 定 例 会 に 提 案 い た し て お り ま

す 議 案 の 提 案 理 由 を 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、 議 案 第 5 7 号  小 城 市 子 ど も の 医 療 費 の 助 成 に

関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、子 ど

も の 医 療 費 の 助 成 対 象 年 齢 を 拡 充 し 、子 育 て 世 帯 の 医 療

費 負 担 の 軽 減 を 図 る た め 、所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 う も の

で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 こ れ ま で 満 1 5 歳 に 達 す

る 日 以 後 の 最 初 の ３ 月 3 1 日 ま で の 間 と し て い た 年 齢 を

満 1 8 歳 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 5 8 号  小 城 市 水 道 事 業 給 水 条 例 の 一 部

を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、債 務 者 の 所 在 不 明 や 自

己 破 産 等 に よ り 回 収 が 見 込 め な い 債 権 に つ い て 、債 権 管

理 の 適 正 化 を 図 る た め 、所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 う も の で

ご ざ い ま す 。  
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次 に 、 議 案 第 5 9 号  小 城 市 立 学 校 設 置 条 例 の 一 部 を

改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、小 城 市 立 晴 田 幼 稚 園 を 閉

園 す る こ と に 伴 い 、所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 う も の で ご ざ

い ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 6 0 号  小 城 市 国 民 健 康 保 険 病 院 事 業 の

設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま

す が 、新 た に「 心
し ん

大 血 管
だ い け っ か ん

疾 患
し っ か ん

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 」の 施

設 基 準 を 取 得 す る た め 、診 療 科 目 の 標 榜
ひょうぼう

を 改 め る 必 要 が

あ る こ と か ら 、所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 う も の で ご ざ い ま

す 。  

 

次 に 、 議 案 第 6 1 号  権 利 の 放 棄 に つ い て で ご ざ い ま

す が 、小 城 市 国 民 健 康 保 険 病 院 事 業 診 療 費 債 権 を 放 棄 す

る た め 、 地 方 自 治 法 第 9 6 条 第 １ 項 第 1 0 号 の 規 定 に よ

り 、 議 会 の 議 決 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 6 2 号  権 利 の 放 棄 に つ い て で ご ざ い ま

す が 、小 城 市 水 道 事 業 水 道 料 金 債 権 を 放 棄 す る た め 、地

方 自 治 法 第 9 6 条 第 １ 項 第 1 0 号 の 規 定 に よ り 、 議 会 の

議 決 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 6 3 号  多 久 小 城 医 療 組 合 規 約 の 変 更 に

つ い て で ご ざ い ま す が 、一 部 事 務 組 合 規 約 の 変 更 は 、地

方 自 治 法 第 2 8 6  条 第 １ 項 及 び 第 2 9 0 条 の 規 定 に よ り 関
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係 地 方 公 共 団 体 の 議 会 の 議 決 が 必 要 と な る も の で ご ざ

い ま す 。  

変 更 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、公 立 佐 賀 中 央 病 院 が 地 方

公 営 企 業 法 の 全 部 を 適 用 す る こ と に 伴 い 、「 多 久 小 城 医

療 組 合 」を「 多 久 小 城 医 療 企 業 団 」へ 変 更 す る も の で ご

ざ い ま す 。  

 

続 き ま し て 、決 算 関 係 議 案 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ ま

す 。  

 

ま ず 、 議 案 第 6 4 号  令 和 ５ 年 度 小 城 市 一 般 会 計 歳 入

歳 出 決 算 認 定 に つ い て で ご ざ い ま す が 、歳 入 に つ き ま し

て は 、 予 算 現 額 2 5 4 億 5 , 0 4 8 万 5 , 2 0 0 円 に 対 し ま し て 、

調 定 額 が 2 4 6 億 7 , 9 8 6 万 3 , 1 6 0 円 、 収 入 済 額 が 2 4 5 億

9 , 0 4 9 万 5 3 3 円 で 、不 納 欠 損 額 が 3 5 2 万 2 , 0 7 4 円 、収 入

未 済 額 が 8 , 5 8 5 万 5 5 3 円 と な っ て お り ま す 。  

 収 入 未 済 額 の 主 な 内 容 に つ き ま し て は 、市 税 7 , 4 4 1 万

1 , 6 4 0 円 、 諸 収 入 8 8 7 万 3 , 0 3 1 円 な ど で ご ざ い ま す 。  

 な お 、市 税 の 収 納 率 に つ き ま し て は 、前 年 度 と 同 率 の

9 8 . 4％ と な っ て お り ま す 。  

 ま た 、歳 出 に つ き ま し て は 、予 算 現 額 2 5 4 億 5 , 0 4 8 万

5 , 2 0 0 円 に 対 し ま し て 、支 出 済 額 が 2 3 7 億 9 , 9 2 5 万 8 , 9 3 5

円 と な っ て お り ま す 。  

 以 上 の こ と か ら 、 歳 入 歳 出 差 引 額 は ７ 億 9 , 1 2 3 万

1 , 5 9 8 円 と な っ て お り ま す 。  
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次 に 、 議 案 第 6 5 号  令 和 ５ 年 度 小 城 市 国 民 健 康 保 険

特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 に つ い て で ご ざ い ま す が 、歳

入 に つ き ま し て は 、 予 算 現 額 5 1 億 1 , 5 1 0 万 １ 千 円 に 対

し ま し て 、 調 定 額 が 5 2 億 2 , 0 1 4 万 5 , 9 4 0 円 、 収 入 済 額

が 5 0 億 9 , 0 7 4 万 6 , 1 1 4 円 で 、 不 納 欠 損 額 7 0 2 万 4 , 1 4 6

円 、 収 入 未 済 額 が １ 億 2 , 2 3 7 万 5 , 6 8 0 円 と な っ て お り

ま す 。  

ま た 、 歳 出 に つ き ま し て は 、 予 算 現 額 5 1 億 1 , 5 1 0 万

１ 千 円 に 対 し ま し て 、 支 出 済 額 が 4 9 億 9 , 0 3 7 万 9 , 9 3 5

円 と な っ て お り ま す 。  

以 上 の こ と か ら 、 歳 入 歳 出 差 引 額 は １ 億 3 6 万 6 , 1 7 9

円 と な っ て お り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 6 6 号  令 和 ５ 年 度 小 城 市 後 期 高 齢 者 医

療 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 に つ い て で ご ざ い ま す が 、

歳 入 に つ き ま し て は 、 予 算 現 額 ６ 億 6 , 1 6 1 万 円 に 対 し

ま し て 、調 定 額 が ６ 億 7 , 0 3 1 万 8 , 5 2 8 円 、収 入 済 額 が ６

億 6 , 7 0 3 万 4 5 8 円 で 、 収 入 未 済 額 が 3 2 8 万 8 , 0 7 0 円 と

な っ て お り ま す 。  

ま た 、歳 出 に つ き ま し て は 、予 算 現 額 ６ 億 6 , 1 6 1 万 円

に 対 し ま し て 、 支 出 済 額 が ６ 億 5 , 4 9 5 万 4 , 1 7 2 円 と な

っ て お り ま す 。  

以 上 の こ と か ら 、歳 入 歳 出 差 引 額 は 1 , 2 0 7 万 6 , 2 8 6 円

と な っ て お り ま す 。  
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 次 に 、 議 案 第 6 7 号  令 和 ５ 年 度 小 城 市 水 道 事 業 会 計

利 益 の 処 分 及 び 決 算 の 認 定 に つ い て で ご ざ い ま す が 、は

じ め に 、令 和 ５ 年 度 の 業 務 量 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ ま

す 。  

給 水 戸 数 は 7 , 3 6 5 戸 、年 間 有 収 水 量 は 1 6 0 万 8 , 5 0 8 立

方 メ ー ト ル 、 有 収 率 は 8 3 . 1 0％ と な っ て お り ま す 。  

次 に 、収 益 的 収 入 及 び 支 出 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ ま

す 。  

営 業 収 益 に つ き ま し て は 、２ 億 7 , 5 9 2 万 7 , 7 5 5 円 、営

業 費 用 に つ き ま し て は 、２ 億 7 , 0 9 7 万 8 , 1 7 2 円 で 、営 業

利 益 に つ き ま し て は 、4 9 4 万 9 , 5 8 3 円 と な っ て お り ま す 。 

次 に 、営 業 外 収 益 に つ き ま し て は 、1 , 6 3 9 万 4 , 9 0 9 円 、

営 業 外 費 用 に つ き ま し て は 、 4 7 1 万 5 , 9 7 4 円 で 、営 業 外

利 益 に つ き ま し て は 、1 , 1 6 7 万 8 , 9 3 5 円 と な っ て お り ま

す 。  

 ま た 、 特 別 利 益 に つ き ま し て は 、 1 2 万 1 , 2 8 0 円 と な

っ て お り ま す 。  

以 上 の こ と か ら 、収 益 合 計 か ら 費 用 合 計 を 差 し 引 い た

当 年 度 の 純 利 益 は 、1 , 6 7 4 万 9 , 7 9 8 円 と な っ て お り ま す 。 

次 に 、資 本 的 収 入 及 び 支 出 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ ま

す 。  

資 本 的 収 入 に つ き ま し て は 、１ 億 8 5 6 万 ６ 千 円 、資 本

的 支 出 に つ き ま し て は 、7 , 6 1 3 万 4 , 1 1 7 円 と な っ て お り

ま す 。  

ま た 、当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金 に つ き ま し て は 、１ 億
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6， 2 6 3 万 2 , 5 3 1 円 と な っ て お り ま す 。  

利 益 の 処 分 に つ き ま し て は 、未 処 分 利 益 剰 余 金 か ら ２

千 万 円 を 建 設 改 良 積 立 金 に 積 み 立 て 、残 り の １ 億 4 , 2 6 3

万 2 , 5 3 1 円 を 繰 越 利 益 剰 余 金 と す る も の で ご ざ い ま す 。 

 

次 に 、 議 案 第 6 8 号  令 和 ５ 年 度 小 城 市 病 院 事 業 会 計

決 算 認 定 に つ い て で ご ざ い ま す が 、は じ め に 、令 和 ５ 年

度 の 業 務 量 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

入 院 患 者 延 数 は 1 3 , 3 6 6 人 、 １ 日 平 均 患 者 数 は 3 6 . 5 2

人 、病 床 利 用 率 は 3 6 . 8 9％ と な っ て お り ま す 。外 来 患 者

延 数 は 2 9 , 5 7 4 人 、 １ 日 平 均 患 者 数 は 1 2 1 . 7 人 と な っ て

お り ま す 。  

次 に 、収 益 的 収 入 及 び 支 出 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ ま

す 。  

医 業 収 益 に つ き ま し て は ､７ 億 9 , 7 1 0 万 1 , 6 7 1 円 、 医

業 費 用 に つ き ま し て は 、 1 1 億 6 , 2 1 5 万 4 3 7 円 で 、 医 業

損 失 に つ き ま し て は 、 ３ 億 6 , 5 0 4 万 8 , 7 6 6 円 と な っ て

お り ま す 。  

次 に 、医 業 外 収 益 に つ き ま し て は ､４ 億 1 , 9 5 0 万 2 , 3 2 1

円 、 医 業 外 費 用 に つ き ま し て は 、 2 , 5 0 4 万 4 , 2 7 7 円 で 、

医 業 外 利 益 に つ き ま し て は 、 ３ 億 9 , 4 4 5 万 8 , 0 4 4 円 と

な っ て お り ま す 。  

ま た 、特 別 損 失 の 4 9 9 万 3 , 8 2 2 円 は 、過 年 度 損 益 修 正

損 で あ り 、佐 賀 県 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 応 医 療 提

供 体 制 強 化 緊 急 補 助 金 の 過 年 度 分 返 還 金 と な っ て お り
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ま す 。  

以 上 の こ と か ら 、収 益 合 計 か ら 費 用 合 計 を 差 し 引 い た

当 年 度 の 純 利 益 は 、2 , 4 4 1 万 5 , 4 5 6 円 と な っ て お り ま す 。 

次 に 、資 本 的 収 入 及 び 支 出 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ ま

す 。  

資 本 的 収 入 に つ き ま し て は 、 1 , 9 7 6 万 ７ 千 円 、資 本 的

支 出 に つ き ま し て は 、6 , 1 0 6 万 8 2 0 円 と な っ て お り ま す 。 

 

 次 に 、 議 案 第 6 9 号  令 和 ５ 年 度 小 城 市 下 水 道 事 業 会

計 利 益 の 処 分 及 び 決 算 の 認 定 に つ い て で ご ざ い ま す が 、

は じ め に 、令 和 ５ 年 度 の 業 務 量 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ

ま す 。  

接 続 戸 数 は 7 , 9 7 5 戸 、年 間 有 収 水 量 は 1 8 2 万 9 , 4 2 1 立

方 メ ー ト ル 、 有 収 率 は 8 5 . 9％ と な っ て お り ま す 。  

次 に 、収 益 的 収 入 及 び 支 出 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ ま

す 。  

営 業 収 益 に つ き ま し て は 、３ 億 3 , 2 0 5 万 6 , 0 3 6 円 、営

業 費 用 に つ き ま し て は 、 1 3 億 6 4 7 万 9 , 1 8 5 円 で 、 営 業

損 失 に つ き ま し て は 、 ９ 億 7 , 4 4 2 万 3 , 1 4 9 円 と な っ て

お り ま す 。  

次 に 、営 業 外 収 益 に つ き ま し て は 、1 5 億 3 , 3 0 1 万 4 , 0 9 8

円 、営 業 外 費 用 に つ き ま し て は 、２ 億 1 , 8 1 8 万 1 , 3 8 5 円

で 、経 常 利 益 に つ き ま し て は 、３ 億 4 , 0 4 0 万 9 , 5 6 4 円 と

な っ て お り ま す 。  

こ れ に 、 特 別 利 益 3 0 万 1 , 0 1 0 円 と 、 特 別 損 失 1 , 9 1 1
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万 3 , 7 4 2 円 を 合 わ せ ま し て 、 当 年 度 の 純 利 益 は ３ 億

2 , 1 5 9 万 6 , 8 3 2 円 と な っ て お り ま す 。  

 次 に 、資 本 的 収 入 及 び 支 出 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ ま

す 。  

資 本 的 収 入 に つ き ま し て は 、 ８ 億 2 , 3 6 0 万 2 , 9 0 0 円

で 、 資 本 的 支 出 に つ き ま し て は 、 1 5 億 8 , 7 6 6 万 3 , 2 2 3

円 と な っ て お り ま す 。  

ま た 、当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金 は 、６ 億 1 , 3 3 4 万 ２ 円

と な っ て お り ま す 。  

利 益 の 処 分 に つ き ま し て は 、未 処 分 利 益 剰 余 金 か ら ２

億 3 , 8 7 5 万 3 , 2 9 2 円 を 資 本 金 へ 組 入 れ 、 残 り の ３ 億

7 , 4 5 8 万 6 , 7 1 0 円 を 繰 越 利 益 剰 余 金 と す る も の で ご ざ い

ま す 。  

 

続 き ま し て 、予 算 関 係 議 案 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ ま

す 。  

 

ま ず 、 議 案 第 7 0 号  令 和 ６ 年 度 小 城 市 一 般 会 計 補 正

予 算（ 第 ５ 号 ）で ご ざ い ま す が 、既 定 の 歳 入 歳 出 予 算 に 、

歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ ２ 億 8 , 0 5 6 万 ８ 千 円 を 追 加 し 、 補 正

後 の 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 2 5 8 億 3 , 9 2 8 万 ８

千 円 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

 第 ２ 表  継 続 費 補 正 で ご ざ い ま す が 、「 体 育 施 設 管 理

事 業 （ 芦 刈 文 化 体 育 館 屋 外 キ ュ ー ビ ク ル 更 新 工 事 ）」 の

総 額 及 び 年 割 額 を 変 更 す る も の で ご ざ い ま す 。  
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 第 ３ 表  債 務 負 担 行 為 補 正 で ご ざ い ま す が 、「 資 源 物

容 器 包 装 プ ラ ス チ ッ ク 保 管・処 理 業 務 」及 び「 資 源 物 ペ

ッ ト ボ ト ル 保 管・処 理 業 務 」を 追 加 す る も の で ご ざ い ま

す 。  

 第 ４ 表  地 方 債 補 正 で ご ざ い ま す が 、「 満 神 鉱 害 ポ ン

プ 排 水 施 設 維 持 管 理 事 業 」及 び「 林 業 施 設 災 害 復 旧 事 業 」

を 追 加 し 、「 保 育 所 等 整 備 補 助 事 業 」 か ら 「 臨 時 財 政 対

策 債 」ま で の ８ つ の 地 方 債 の 限 度 額 を 変 更 す る も の で ご

ざ い ま す 。  

 

 そ れ で は 、補 正 の 主 な 内 容 に つ き ま し て 、ま ず 歳 出 か

ら 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

 第 ２ 款  総 務 費 で ご ざ い ま す が 、「 Ｄ Ｘ
ディエックス

推 進 事 業 」に

つ き ま し て は 、地 方 公 共 団 体 情 報 シ ス テ ム の 標 準 化・共

通 化 に 向 け て 対 応 す る た め の 委 託 料 等 を 計 上 し て お り

ま す 。  

 

 第 ３ 款  民 生 費 で ご ざ い ま す が 、「 子 ど も の 医 療 費 助

成 事 業 」に つ き ま し て は 、子 ど も の 医 療 費 の 助 成 対 象 年

齢 を 拡 充 し 、子 育 て 世 帯 の 医 療 費 負 担 の 軽 減 を 図 る た め

の 準 備 経 費 を 計 上 し て お り ま す 。  

 次 に 、「 保 育 所 等 整 備 補 助 事 業 」 に つ き ま し て は 、 国

の 補 助 基 準 額 等 の 変 更 増 に よ り 、民 間 保 育 所 施 設 の 整 備

に 対 す る 補 助 金 の 増 額 分 を 計 上 し て お り ま す 。  
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 第 ４ 款  衛 生 費 で ご ざ い ま す が 、「 定 期 予 防 接 種 事 業

（ Ｂ 類 疾 病 ）」に つ き ま し て は 、 6 5 歳 以 上 の 方 な ど が 対

象 と な り ま す 新 型 コ ロ ナ ワ ク チ ン の 予 防 接 種 に 要 す る

経 費 を 計 上 し て お り ま す 。  

 次 に 、「 新 公 立 病 院 建 設 事 業 」 に つ き ま し て は 、 令 和

７ 年 度 の 開 院 に 向 け て 新 公 立 病 院 の 整 備 及 び 業 務 運 営

に 要 す る 経 費 の 追 加 分 の 負 担 金 等 を 計 上 し て お り ま す 。 

 

 第 ６ 款  農 林 水 産 業 費 で ご ざ い ま す が 、「 経 営 所 得 安

定 対 策 等 推 進 事 業 」に つ き ま し て は 、水 田 の 畑 地 化 に 伴

う 費 用 負 担 等 の 経 費 に 対 す る 補 助 金 を 計 上 し て お り ま

す 。  

 

 第 1 1 款  災 害 復 旧 費 で ご ざ い ま す が 、「 林 業 施 設 災

害 復 旧 事 業 」に つ き ま し て は 、令 和 ３ 年 ８ 月 豪 雨 で 被 災

し た 林 道 施 設 の 地 す べ り 災 害 復 旧 の 工 事 請 負 費 を 計 上

し て お り ま す 。  

 

 そ の 他 、全 体 に 係 る も の と い た し ま し て 、人 事 異 動 等

に 伴 う 職 員 人 件 費 及 び 会 計 年 度 任 用 職 員 人 件 費 の 補 正

の ほ か 、過 年 度 の 事 務 事 業 に 係 る 国・県 補 助 金 な ど の 精

算 に 伴 う 返 還 金 を 計 上 し て お り ま す 。  

 

 以 上 、歳 出 の 主 な 内 容 に つ い て 申 し 上 げ ま し た が 、歳

入 に つ き ま し て は 、事 務 事 業 に 伴 う 国・県 支 出 金 、繰 入
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金 、繰 越 金 、諸 収 入 、市 債 な ど の ほ か 、額 の 確 定 に よ る

地 方 交 付 税 及 び 臨 時 財 政 対 策 債 を 計 上 し 、財 政 調 整 基 金

繰 入 金 に よ り 財 源 調 整 を し て お り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 7 1 号  令 和 ６ 年 度 小 城 市 国 民 健 康 保 険

特 別 会 計 補 正 予 算（ 第 １ 号 ）で ご ざ い ま す が 、既 定 の 歳

入 歳 出 予 算 に 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ １ 億 3 7 万 ６ 千 円 を 追

加 し 、 補 正 後 の 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 5 2 億

2 , 2 5 3 万 ５ 千 円 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、歳 入 で は 、前 年 度 決

算 に 伴 う 繰 越 額 の 確 定 に よ る 繰 越 金 を 計 上 し て お り ま

す 。  

歳 出 で は 、県 支 出 金 の 精 算 に よ る 返 還 金 を 計 上 し て お

り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 7 2 号  令 和 ６ 年 度 小 城 市 後 期 高 齢 者 医

療 特 別 会 計 補 正 予 算（ 第 １ 号 ）で ご ざ い ま す が 、既 定 の

歳 入 歳 出 予 算 に 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 1 , 1 9 1 万 円 を 追 加

し 、補 正 後 の 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ ７ 億 4 , 7 8 5

万 １ 千 円 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、歳 入 で は 、前 年 度 決

算 に 伴 う 繰 越 額 の 確 定 に よ る 繰 越 金 を 計 上 し て お り ま

す 。  

歳 出 で は 、後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合 納 付 金 を 計 上 し て

お り ま す 。  
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次 に 、 議 案 第 7 3 号  令 和 ６ 年 度 小 城 市 水 道 事 業 会 計

補 正 予 算（ 第 １ 号 ）で ご ざ い ま す が 、収 益 的 収 入 及 び 支

出 の 既 定 の 予 算 に そ れ ぞ れ 2 6 万 円 を 増 額 し 、 補 正 後 の

予 算 の 総 額 を ３ 億 2 , 6 0 5 万 ２ 千 円 と す る も の で ご ざ い

ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、人 事 異 動 に 伴 い 、収

益 的 収 入 は 、他 会 計 補 助 金 を 増 額 し 、収 益 的 支 出 は 、営

業 費 用 を 増 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  

ま た 、収 支 の 調 整 の た め 、予 備 費 を 減 額 す る も の で ご

ざ い ま す 。  

次 に 、 資 本 的 収 入 の 既 定 の 予 算 に 3 4 万 １ 千 円 を 増 額

し 、補 正 後 の 予 算 の 総 額 を ２ 億 3 0 7 万 ５ 千 円 と し 、資 本

的 支 出 の 既 定 の 予 算 に 6 3 8 万 円 を 増 額 し 、 補 正 後 の 予

算 の 総 額 を ４ 億 2 , 3 2 9 万 ６ 千 円 と す る も の で ご ざ い ま

す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、資 本 的 収 入 は 、給 水

管 布 設 替 え 工 事 に 伴 う 工 事 負 担 金 を 増 額 し 、資 本 的 支 出

は 、建 設 改 良 費 の 工 事 請 負 費 を 増 額 す る も の で ご ざ い ま

す 。  

 

次 に 、 議 案 第 7 4 号  令 和 ６ 年 度 小 城 市 病 院 事 業 会 計

補 正 予 算（ 第 １ 号 ）で ご ざ い ま す が 、収 益 的 収 入 の 既 定

の 予 算 か ら １ 億 6 , 3 8 7 万 ６ 千 円 を 減 額 し 、 補 正 後 の 予

算 の 総 額 を 1 2 億 3 8 2 万 ６ 千 円 と し 、 収 益 的 支 出 の 既 定

の 予 算 に 1 , 8 5 5 万 ８ 千 円 を 増 額 し 、 補 正 後 の 予 算 の 総



13 

額 を 1 3 億 8 , 6 2 6 万 円 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、収 益 的 収 入 は 、医 業

収 益 を 減 額 し 、収 益 的 支 出 は 、職 員 の 採 用 等 に よ り 給 与

費 を 増 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 次 に 、 資 本 的 収 入 の 既 定 の 予 算 に 4 9 万 ４ 千 円 を 増 額

し 、補 正 後 の 予 算 の 総 額 を 2 , 4 5 0 万 ３ 千 円 と し 、資 本 的

支 出 の 既 定 の 予 算 に 6 2 万 ４ 千 円 を 増 額 し 、 補 正 後 の 予

算 の 総 額 を 5 , 3 1 4 万 ８ 千 円 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

 補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、資 本 的 収 入 は 、オ ン

ラ イ ン 資 格 確 認 用 端 末 導 入 に 伴 う 医 療 提 供 体 制 設 備 整

備 交 付 金 と し て 補 助 金 を 増 額 し 、資 本 的 支 出 は 、訪 問 看

護 ス テ ー シ ョ ン に お い て オ ン ラ イ ン 資 格 確 認 を 導 入 す

る た め 、資 格 確 認 用 端 末 購 入 費 用 と し て 建 設 改 良 費 を 増

額 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 7 5 号  令 和 ６ 年 度 小 城 市 下 水 道 事 業 会

計 補 正 予 算（ 第 ２ 号 ）で ご ざ い ま す が 、収 益 的 収 入 の 既

定 の 予 算 か ら 6 3 4 万 ６ 千 円 を 減 額 し 、 補 正 後 の 予 算 の

総 額 を 1 9 億 2 , 5 4 8 万 ２ 千 円 と し 、 収 益 的 支 出 の 既 定 の

予 算 か ら 4 3 9 万 ２ 千 円 を 減 額 し 、 補 正 後 の 予 算 の 総 額

を 1 6 億 3 0 0 万 ８ 千 円 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、収 益 的 収 入 は 、前 年

度 事 業 費 の 確 定 に 伴 う 長 期 前 受 金 戻 入
れいにゅう

を 減 額 し 、収 益 的

支 出 は 、前 年 度 企 業 債 借 入 額 及 び 利 率 の 確 定 に 伴 う 企 業

債 利 息 を 減 額 す る も の で ご ざ い ま す 。  
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次 に 、 資 本 的 収 入 の 既 定 の 予 算 に 4 9 万 ９ 千 円 を 増 額

し 、補 正 後 の 予 算 の 総 額 を ９ 億 6 , 1 6 8 万 ６ 千 円 と し 、資

本 的 支 出 の 既 定 の 予 算 か ら 1 5 0 万 ３ 千 円 を 減 額 し 、 補

正 後 の 予 算 の 総 額 を 1 7 億 5 , 4 2 5 万 ９ 千 円 と す る も の で

ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、市 営 浄 化 槽 の 設 置 規

模 や 基 数 の 変 更 に 伴 い 、資 本 的 収 入 は 、企 業 債 を 増 額 し 、

資 本 的 支 出 は 、浄 化 槽 の 工 事 請 負 費 を 減 額 す る も の で ご

ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 7 6 号  小 城 市 国 民 健 康 保 険 条 例 の 一 部

を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、国 民 健 康 保 険 法 の 一 部

が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 う も の

で ご ざ い ま す 。  

 

 次 に 、 議 案 第 7 7 号  小 城 市 ひ と り 親 家 庭 等 医 療 費 助

成 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 で ご ざ い ま す が 、

児 童 扶 養 手 当 法 施 行 令 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、

所 要 の 規 定 の 整 備 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

 

 続 き ま し て 、諮 問 関 係 議 案 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ ま

す 。  

 

ま ず 、諮 問 第 １ 号  人 権 擁 護 委 員 候 補 者 の 推 薦 に つ い

て で ご ざ い ま す が 、 人 権 擁 護 委 員 の 南 里
な ん り

 ひ ろ 子
こ

氏 が 、
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令 和 ６ 年 1 2 月 3 1 日 を も っ て 任 期 満 了 と な り ま す の で 、

再 度 推 薦 す る た め 、人 権 擁 護 委 員 法 第 ６ 条 第 ３ 項 の 規 定

に よ り 議 会 の 意 見 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、諮 問 第 ２ 号  人 権 擁 護 委 員 候 補 者 の 推 薦 に つ い

て で ご ざ い ま す が 、 人 権 擁 護 委 員 の 江 里 口
え り ぐ ち

 愛 子
あ い こ

氏 が 、

令 和 ６ 年 1 2 月 3 1 日 を も っ て 任 期 満 了 と な り ま す の で 、

後 任 の 人 権 擁 護 委 員 と し て 、陣 内
じんのうち

 祥 子
し ょ う こ

氏 を 推 薦 す る た

め 、人 権 擁 護 委 員 法 第 ６ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 議 会 の 意

見 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、諮 問 第 ３ 号  人 権 擁 護 委 員 候 補 者 の 推 薦 に つ い

て で ご ざ い ま す が 、 人 権 擁 護 委 員 の 原 田
は ら だ

 保 則
や す の り

氏 が 、  

令 和 ６ 年 1 2 月 3 1 日 を も っ て 任 期 満 了 と な り ま す の で 、

後 任 の 人 権 擁 護 委 員 と し て 、寺 尾
て ら お

 暢
の ぶ

久
ひ さ

氏 を 推 薦 す る た

め 、人 権 擁 護 委 員 法 第 ６ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 議 会 の 意

見 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

続 き ま し て 、報 告 関 係 議 案 に つ い て 御 報 告 申 し 上 げ ま

す 。  

 

ま ず 、報 告 第 ７ 号  令 和 ５ 年 度 小 城 市 一 般 会 計 継 続 費

精 算 報 告 書 で ご ざ い ま す が 、「 固 定 資 産 評 価 替 業 務 委 託

事 業 」に つ き ま し て 、令 和 ３ 年 度 か ら 令 和 ５ 年 度 ま で の

３ 箇 年 の 継 続 事 業 で 実 施 し て お り ま す 。  
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 こ の 事 業 が 、令 和 ５ 年 度 に 完 了 し ま し た の で 、地 方 自

治 法 施 行 令 第 1 4 5 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 、 継 続 費 の 精

算 報 告 を す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、報 告 第 ８ 号  令 和 ５ 年 度 一 般 財 団 法 人 小 城 市 ス

ポ ー ツ 協 会 の 経 営 状 況 に つ い て で ご ざ い ま す が 、地 方 自

治 法 第 2 4 3 条 の ３ 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 、 令 和 ５ 年 度 事

業 報 告 及 び 決 算 並 び に 令 和 ６ 年 度 の 事 業 計 画 及 び 予 算

を 報 告 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、報 告 第 ９ 号  専 決 処 分 の 報 告 に つ い て で ご ざ い

ま す が 、 令 和 ６ 年 ６ 月 2 7 日 午 後 ３ 時 頃 、 市 が 所 有 す る

不 燃 物 収 集 車 で 相 手 方 の 計 量 機 に て 計 量 し よ う と し た

際 、不 燃 物 収 集 車 の ア ー ム の 先 端 が 相 手 方 の 建 物 に 接 触

し 、雨
あ ま

樋
ど い

の 一 部 を 損 傷 さ せ た も の で 、示 談 が 成 立 し 、小

城 市 長 の 専 決 処 分 事 項 の 指 定 に 関 す る 条 例 第 ２ 条 第 ３

号 の 規 定 に よ り 、 令 和 ６ 年 ７ 月 2 2 日 付 で 専 決 処 分 を し

ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 1 8 0 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り

報 告 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 報 告 第 1 0 号  専 決 処 分 の 報 告 に つ い て で ご ざ

い ま す が 、令 和 ６ 年 ５ 月 １ 日 午 前 1 0 時 5 0 分 頃 、会 計 年

度 任 用 職 員 が 庁 内 文 書 の 逓 送 中 に 、公 用 車 で 市 道 の 交 差

点 を 右 折 し よ う と し た と こ ろ 、左 側 か ら 直 進 し て き た 相

手 方 車 両 と 接 触 し 、相 手 方 を 負 傷 さ せ た も の で 、示 談 が
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成 立 し 、小 城 市 長 の 専 決 処 分 事 項 の 指 定 に 関 す る 条 例 第

２ 条 第 １ 号 及 び 第 ３ 号 の 規 定 に よ り 、物 損 事 故 分 に つ き

ま し て は 、 令 和 ６ 年 ６ 月 2 5 日 付 で 、 人 身 事 故 分 に つ き

ま し て は 、 令 和 ６ 年 ８ 月 2 1 日 付 で 、 そ れ ぞ れ 専 決 処 分

を い た し ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 1 8 0 条 第 ２ 項 の 規

定 に よ り 報 告 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

以 上 、本 定 例 会 に 提 案 を い た し て お り ま す 議 案 に つ き

ま し て は 、そ の 概 要 を 御 説 明 申 し 上 げ ま し た が 、御 審 議

の 上 、御 承 認 賜 り ま す よ う よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま し

て 、 提 案 理 由 の 御 説 明 と さ せ て い た だ き ま す 。  

ど う ぞ よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  


